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Report of encourage reserch in Shimonita Geopark 2023

　下仁田町では2017（平成29）年度より，下仁田周辺の学術研究に対して研究者を援助する制

度を制定した（下仁田ジオパーク学術奨励金交付要綱 HP　https://www.shimonita-geopark.

jp/etc/reserch.html）．本制度は，毎年4月に公募し，ジオパーク下仁田協議会学術部会にて検

討のうえ，下仁田町に推薦し研究支援を行う．その研究者は1年間の研究活動終了後，下仁田町

に成果を報告する．2023（令和5）年度は，下記2件の研究支援を決定した．

 ジオパーク下仁田協議会＊

　研究①

下仁田町黒内山超苦鉄質岩体の年代学と 

定置テクトニクスの解明　要旨

 宮　下　　　敦（成蹊大学）・新　井　宏　嘉（早稲田大学本庄高等学院）

　下仁田町黒内山に分布する黒内山超苦鉄質岩体

（Tazaki, 1966）は，従来は御荷鉾緑色岩類の一部

とされてきた．近年，ジルコン U-Pb 年代測定法

により，日本各地の御荷鉾緑色岩類の火成年代が

155～145 Ma であることが明らかになってきた（例

えば，Sawada et. al., 2019，遠藤・横山 , 2019,  

Tominaga and Hara, 2021）．これに対し，黒内

山超苦鉄質岩体では約 199 Ma の角閃石 K-Ar 年

代（Ozawa et al., 1997）が得られていた．この測

定値は御荷鉾緑色岩類の火成年代と比べ有意に古い

が，過剰アルゴンの影響を受けている可能性があっ

た．一方，下仁田町には跡倉ナップが分布し，各所

に根なし地塊（クリッペ）が分布する．竹内・田村

（1994）は，黒内山超苦鉄質岩体の基底部断層を跡

倉断層と考え，この岩体が跡倉ナップの一部である

ことを提案した．

　本研究では，下仁田町自然学校の方たちのご協力

も得て，角閃石を含む黒内山超苦鉄質質岩体の試料

を採取し，岩石学的な記載を行うとともに，㈱蒜

山地質年代学研究所に角閃石分離と K-Ar 年代測定

を依頼した．その結果，角閃石 K-Ar 年代の速報値

として 252.6±13.1 Ma が得られた．この年代は，

黒内山超苦鉄質岩体の火成年代と考えられるが，

Ozawa et al.，（1997）との差は検討が今後必要で

ある．黒内山超苦鉄質岩体火成年代の約250Ma（2.5

億年前）は，周囲の御荷鉾緑色岩類の火成年代より

も約100Ma（1億年）も古く．両者が一連の海台火

成活動によるものとは考えにくい．この事実は，黒

内山超苦鉄質岩体がクリッペであり，跡倉ナップの

一部であるとする説（竹内・田村， 1994）を強く支

持する．また，この岩体の特徴や周囲との構造的な

関係を調べることで，跡倉ナップのハイマート（も

とあった場所）を探る手掛かりとなると考えられる．
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　研究②

ミスジマイマイ群馬集団の由来の解明と保全生物学的研究

 石　井　康　人（東北大学）

　ミスジマイマイ種群は関東から北海道まで広く分

布するカタツムリである．申請者らの先行研究にお

いてミスジマイマイ種群が遺伝的に12個の集団にわ

けられることが明らかとなった．群馬県周辺はその

うち3つの集団（オゼマイマイ，ミスジマイマイ群

馬集団，ミスジマイマイ関東平野集団）が分布して

おり，狭い範囲に複数の系統が分布する全国的に見

ても珍しい場所である．なかでもミスジマイマイ群

馬集団は群馬県とその周辺にしか分布しないことが

明らかとなっていた．しかしながら，ミスジマイマ

イ群馬集団の由来や絶滅リスクは明らかではなかっ

た．そこで，本研究では群馬県周辺に分布するミス

ジマイマイ種群について網羅的に分布を調査すると

ともに，遺伝子解析によってその由来や絶滅リスク

を明らかにすることを目的とした．

　遺伝子解析の結果，驚くべきことにミスジマイマ

イ群馬集団はさらに2つにわかれ，一方の集団は下

仁田と富岡でのみ分布が確認された（第1図）．この

結果は下仁田周辺のミスジマイマイ群馬周辺がほか

の地域と分かれて独自の進化をしていることを示し

ている．さらに，群馬県中部ではオゼマイマイとミ

スジマイマイ関東平野集団の交雑帯が発見された．

この交雑帯におけるさらなる研究は群馬県のみなら

ずミスジマイマイ種群全体の分類に寄与すると期待

される．

　さらに，遺伝子解析を用いてその由来を推定した

ところ，105万年前に伊豆半島付近の集団から分化

したことがわかった．この年代は伊豆半島が日本列

島に衝突した年代と一致しており，地質活動がこの

分化に関与したと考えられる．また，ミスジマイマ

イ群馬集団の近過去の個体数変動を推定したとこ

ろ，近年急速に減少していることが示唆された．そ

の原因については今後より詳細な調査が必要ではあ

るものの，分布が狭小であることをふまえるとミス

ジマイマイ群馬集団は保全対象とするべきかもしれ

ない．

第1図　群馬県周辺におけるミスジマイマイ種群の分布
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